
令和元年度　空き家利活用等の推進状況について
（平成３１年４月～令和２年３月実績）
１　空き家情報バンクの運用状況
（１）空き家所有者の物件登録
令和元年の物件登録数　２０件　（ＨＰ掲載数２０件（8/21現在））
（２）空き家利用希望者の登録
　　　空き家利用希望者の登録件数　４０件　通算の登録件数は２７０件
利用希望者の住所地の内訳

　　　・県外からの移住………１６件（石川４、神奈川３、長野２、東京１、埼玉１、

茨城１、群馬１、山梨１、岐阜１、大阪１）

　　　・県内からの移住………１５件（富山６、高岡４、小矢部３、南砺２）

・市内からの住み替え…　９件

（３）空き家利用希望者への物件案内
　　　利用希望者の内覧について、４８回を案内。

　（４）空き家成約件数
令和元年：売買７件、賃貸５件（県外：東京・大阪）　
(Ｒ２成約件数：売買５件、賃貸２件、解体２件・8/21現在)
２　空き家補助金制度の活用
（１）定住促進空き家利活用補助

定住人口の増加及び地域活性化に結びつく市内の空き家を利活用を促進するため、空き家情報バンクに登録されている家屋を利活用する者等に対し、改修等経費及び　家賃の一部
・実績：購入の改修費補助　２件（庄川町示野(三世代)、庄川町金屋）

賃貸の改修費補助　０件

　　　　　　 賃貸の家賃補助　　３件（山王町、高波、柳瀬）

（２）空き家再生等推進事業補助
地域の活性化及び居住環境の整備改善するため、法人、団体等が実施する市内の　　空き家を、交流施設、文化施設、体験施設等の用途に１０年以上活用する事業の要する経費に対し、補助金を交付。

・実績：０件

（Ｈ26 農家レストラン大門　Ｈ28 増山城 蔵蕃そば　Ｈ29 ＤＩＹ工房［Ｒ３２２］）

（３）空き店舗再生みんなでチャレンジ事業補助

中心市街地の空き店舗及び、創業者が空き家情報バンクに登録されている物件を改修して店舗として使用する場合、改修等経費及び資金借り入れ利子の一部を助成。

・実績：１件　Oli☆On（オリオン）　

（Ｈ28 麺酒場さきや、Ｈ29 将棋・囲碁処あなぐま など）

３　空き家利活用交流事業
砺波市へ移住・定住されたい方および伝統家屋の生活体験をしてみたい方に対し、砺波暮らしの魅力を体験してもらうため、宿泊体験施設（佐々木邸）の管理運営及び体験交流事業を実施。
・実績：利用回数７回、のべ宿泊数４２名、宿泊日数９泊１６日

（Ｈ30 利用回数１８回、のべ宿泊数６０名、宿泊日数５２泊７０日）
　

４　第２のふるさと発見事業
散居村でのゼミ合宿を希望する大学も受け入れ、古民家の空き家「佐々木邸」での宿泊滞在を通じて、砺波の魅力を紹介するとともに、砺波暮らしの魅力を体験して   もらうため、宿泊滞在の生活支援や体験交流事業を実施。

・実績：利用大学５校、のべ宿泊数４２名、宿泊日数　１１泊１６日

　　（Ｈ30 利用大学６校、のべ宿泊数７２名、宿泊日数　１２泊２０日）

５　老朽危険空き家対策
　　　長年使用されず、適正に管理されていない、景観や周辺に悪影響を及ぼすおそれがある危険空き家等１５戸の所有者等に対して、空家等対策の推進に関する特別措置法に基づき、除却、修繕、立木竹の伐採その他の伐採その他周辺の生活環境の保全を図るために必要な措置をとるよう助言（指導）及び勧告を行い、そのうち所有者によって５戸が解体された。

市では、「砺波市老朽危険空き家除却事業」があり、所有者は市に対して建物及び　　土地を寄付し、その跡地を自治会等が利活用及び適正に管理する場合に市が除却する制度。　・実績：０件　（Ｈ27 般若・鷹栖　１件　Ｈ28 太田　１件）

また、この除却事業以外に、Ｈ29.4に一部外壁が崩れ歩道に落下した駅前にある　　空き家について、市で緊急安全措置として一部解体したが、それから数年が経過し、このまま放置すると倒壊のおそれがあり市民生活を脅かすため、相続人１９名の遺産分割調停を行い、１人の所有としたうえで、市が購入し、Ｒ元.11月に市で解体した。

　　

　　・解体費用（家財道具含まず）　3,641千円　162㎡　　22,475円／㎡

　　・家財道具の量　5,560㎏（３ｔトラック24回分）　職員３名で７日間要した

　　・仏壇、灯油、消火器、家電リサイクル製品は、専門業者でのみ処分　

・電気、電話線の撤去依頼

６　空き家情報連絡員（空き家コ－ディネ－タ－）について

　　　各地区自治振興会から推薦の市内２１名の空き家コ－ディネ－タ－を委嘱している。
　　　・空き家所有者に対し、空き家情報バンクへの物件登録を呼びかけてもらう。

・空き家コーディネーターに対し、空き家利活用を含めて空き家対策についての

情報共有などの全体会議を実施している。

・市職員とともに空き家の現地確認を行っている。
７　空き家の地区活動の波及
　　　南般若地区及び庄東地区の自治振興会と空き家コ－ディネ－タ－が主体となり、　空き家の適正管理や空き家の利活用など協議する協議会の立ち上げられた。また、　　柳瀬地区では、一歩進んだ「一般社団法人 やなぜねっと」を設立され、空き家相談、空き家管理及び家財道具処分等のサポ－ト業務を行うなど、新たな空き家対策の取組みが始まっている。
８　空き家発生を未然に防止する啓発
　　　「空き家ハンドブック」や、広報となみ空き家特集記事を使い、公民館等で開催　　　されている「いきいき百歳体操」にて、空き家対策について啓発を行った。(昨年度　　実績は、合計２２回 ３４６名)
今年度も、コロナウィルス感染症の影響が収まれば、実施したい。
資料 ３
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